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私たちは、放射線検査における患者の安全と効果的な医療を最優先に考え、医療の進化に

伴った最新の検査技術を考慮しています。そこで、最近の国際的な提言や欧米諸国における
生殖腺遮蔽の声明文を勘案し、生殖腺遮蔽を行わない方針について検討を重ねてきました。
この方針は、患者への十分な説明や情報提供を通じて医療の信頼性にも繋がると確信して
います。 
私たちは、最新の科学的根拠と国際的な動向に基づき、患者からの信頼維持と患者および

医療従事者の利益を最大化することを目的として、生殖腺遮蔽の廃止を推進することと致
します。 
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